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　【考　察】

　今回は、｢職場適応援助者の職務｣｢事業所での支援の心構えと支援技術｣について研修を受けた。

　職場適応するための概念として職場リハビリテーションに基本的な考え方について学んだ。職場リハビリテーションでは障害者に対して職業指導、訓練、紹介等を行い、職業生活の自立を図ることが定義としてある。しかし障害者だけでなく合わせて職場にも働きかけ、障害者と職場の仕事における需要と供給の程度が同じでなければ障害者の仕事の継続は難しいと感じた。またジョブコーチ支援の具体的展開として、集中支援期→移行支援期→フォローアップの流れを理解した。またそれに伴いアセスメント、計画策定の技法についても本部研修でさらに学んでいきたい。

　事業所支援の心構えでは、事業所支援のポイントをいくつか学んだ。事業所については、会社の企業経営目的を理解しなければならないこと、その上で訪問や職場体験を通して会社を理解していかなければならないことを学んだ。また適応性を判断するための職場実習や家族調整など、事業所と障害者以外の働きかけもピンポイントに行うことの必要性を学んだ。また普段の障害者の生活支援と同様、アセスメントした上での提供するサービス内容についてのインフォームドコンセントを行い、きちんとお互い同意した上で支援をする、また障害者の個人情報の取扱についてジョブコーチには大きな責任があることを理解した。

　今回の研修では基礎的な部分を学ぶことができた。本部研修ではさらに支援方法等、ジョブコーチとしての職務や支援技術についてさらに知識を深めたいと思う。

【研修内容】

1 職場適応援助者の職務　

●独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構のしくみ
　・各都道府県に地域障害者職業センターを設置

→就労支援ネットワークの中核として地域に密着したきめ細やかなサービスを提供

　　・広域障害者職業センター（職業能力開発校併設）

· 障害者職業総合センター　障害者の就労に関する研究も行われている

　　●事業主への支援業務　障害者雇用に関する各種講習会や助言・相談

　　●障害者雇用に関する啓発　広報誌(働く広場)、雇用促進月間、アビリンピック(障害者技能競技大会)

●青森障害者職業センター　

・支援範囲：青森、八戸、むつ、三沢など障害者支援を行っているハローワークがある地域を中心

・障害者へのサービス：職業評価・職業相談、職業準備支援、ジョブコーチ支援、OA講習

　　●事業主へのサービス
　　　・障害者雇入れ、定着に関する相談・助言、ジョブコーチ支援事業、定期的な職場訪問、職業カウンセリング、職業準備支援、雇用管理サポート

　　●障害者リハビリテーションとは？

→就労するにあたってハンディキャップがある人を支援するプロセス

　具体的には障害者に対しての職業指導・職業訓練、職業紹介その他この法律に定める措置を講じ、その職業生活における自立を図ること

　　●ジョブコーチ支援事業とは？
　　　(基本理念)実際の職場において、物理的環境と人的環境の両方に働きかけることにより職場への適応を図ることを目指す。合わせて事業主に対しても支援を行っていく

　　　(対象者)知的・精神障害者が中心→きめ細やかな人的支援や職場への再適応を必要な方、ハローワークに求職登録している方

　　●ジョブコーチ支援の具体的展開

1、 アセスメント(対象者・職場環境)

　　　対象者の特徴や職場環境、事業所の認識、家族の認識、職場適応上の課題を把握

　　　本人：職業評価・作業状況観察、事業所：職場体験、作業体験、家族：面接、電話

2、 支援計画の策定

アセスメント後、ジョブコーチ支援の必要性を判断し、情報の収集・整理し具体的な支援計画を作成する

3、 集中支援期

　　　支援初期段階、支援頻度は比較的多い。対象者及び事業主との信頼関係の形成、キーパーソンの選定、作業・通勤指導、障害状況の説明。職場環境の把握と移行支援機に向けた課題点や見通しを立てる。

4、 移行支援期

　　　支援中期から後期の段階。対象者の支援を事業主主体の形に移行していく。支援頻度は少なめ。

　　　仕事の自立と職場環境の調整、必要な支援と対応方法を事業主へ伝達、対象者と事業主との信頼関係の構築

5、 フェーディングとナチュラルサポート

　　　フェーディング：ジョブコーチが徐々に支援を減らしていくこと

　　　ナチュラルサポート：一般従業員が障害者就労継続に必要な支援を自発的、または計画的に提供すること

6、 フォローアップ

　　　　　　様々な状況の変化の把握し対応策を講じることで安定した職業生活を維持するための支援

②事業所での支援の心構えと支援技術Ⅰ　
　●事業主が期待する支援と基本的対応
　　・事業主が期待する支援：適応性を判断するための職場実習

　　　　　　　　　　　　　　障害者・家族等と事業所との調整役

　　　　　　　　　　　　　　家族の理解への支援

　　　　　　　　　　　　　　雇用継続が困難になった際の受け皿

　　　　　　　　　　　　　　職場定着の支援

　　・基本的対応：その内容(課題)の具体的な把握と改善可能性の検討

　　　　　　　　　改善が困難な場合→事業主にその理由の明確な説明

　　　　　　　　　改善が可能な場合→改善に要する期間と具体的方法の伝達

　●事業所のタイプ
· 社会的責務と使命、企業イメージの向上　・雇用率制度に基づく行政からの要請

· 障害者雇用のメリットによる援護制度の活用　・人手不足

· ハローワークや養護学校からの依頼　・障害者雇用特例子会社など企業設立の性格

　●事業所での心構え
　　ジョブコーチとは？→脇役、企業の支援者、わかりやすく教えるプロ

　　　　　　　　　　　→計画性のない支援はフェーディングできない、職場でのジョブコーチの役割を確認する　　　　

　●インフォームドコンセント

　　・ジョブコーチのインフォームドコンセントとは、対象者や事業主、家族等に対しサービス内容を提案し、

　　　質問、意見に対する説明や調整を行った上で同意を得ることである。

　　→インフォームドコンセントを徹底し、対象者、事業主、家族等の知識や受容の姿勢、意識等を勘案し説明することが肝要である。

　●守秘義務

　　・障害者サービスの従事者として、基本的人権の尊重を基盤とするプライバシーの保持を職業倫理上の

　　　問題として取り扱う必要がある

　　・必要な情報のみを収集しきちんと管理することが大切。

　　・個人情報の取り扱いについては、①企業が必要としている情報の確認、②情報を提供する場合の本人に

　　　事前に確認する。

　

